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�負イオンビーム技術と液体金属流動技術は�
フュージョンエネルギー実現を促進する新しい�
極限技術です
私たちはフュージョンエネルギーの発生に必須の高パワー粒子ビーム
技術で世界の先頭を走ります。また、フュージョンエネルギーによる
装置への高熱負荷の対処に有効な液体金属流動技術を有しています。
そして、これら2つのフュージョン技術を組合わせ、産業科学やがん
治療に利用可能な中性子装置の開発など、新しい概念・独自な発想に
基づくビーム装置の創出も行います。

�事業内容
【ビーム加熱装置・フュージョン関連装置の提供、 
コンサルティング】
中性粒子ビーム入射装置（NBI）は、1 億度を超える温度にプラズマ
を加熱してフュージョンエネルギーを発生させるために不可欠な装置
です。そしてフュージョン炉には水素／重水素負イオンの大電流ビー
ムが必要です。この負イオンNBI を設計・製作可能なのは世界でも
数か所しかなく、当社はその一つです。これまでの実績を踏まえ自然
科学研究機構（NINS）より「NINSベンチャー」に認定されています。
水素負イオンの大電流生成／高電圧静電加速技術と大型大電流正負イ
オン源の設計・製作技術を含め、当社は20 年に及ぶ運転実績と装置
保全の知見があります。正イオンNBI も含めてNBI の設計・製作・
運転ノウハウの提供、コンサルティングを行います。

【液体金属流動伝熱装置・耐高熱負荷装置の提案、提供、
コンサルティング】
フュージョン炉からの高熱負荷へ対処する基盤技術として、液体金属
リチウムの流動伝熱装置の開発とその周辺技術を有しており、フュー
ジョン炉環境におけるダイバータや第一壁の高熱負荷に耐える機器類
を提供します。

【BNCT医療用中性子源の事業化・一般科学用中性子源
への展開】
正常細胞にほとんど損傷を与えず、がん細胞を選択的に破壊する治療
法としてホウ素中性子捕捉療法（BNCT）が注目されています。当社
はBNCT用中性子源として、1MeV 以上のタンデム加速技術と液体
リチウム流動ターゲット技術を利用した方式を提案しています。当社
はこの二つの技術を共に保有する唯一の機関で、これによりガンマ線
量が大きく低減され、短時間治療を可能とする高強度中性子源を実現
します。各種の材料試験用にも適用可能です。

～Beam技術を世界へ　未来はFusion とともに～
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バケット型正イオン源（JT60用）。2段静電加速で
75keV-35Aビームを加速できる。

JT-60正イオン源のプラズマ電極。イオンを引出すた
めの孔が多数開いている。


	



